



The Fishery-related Vocabulary in the Eastern
Coastal Region of the Oshima Peninsula









The Fishery-related Vocabulary in the Eastern
Coastal Region of the Oshima Peninsula






北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 






The Fishery-related Vocabulary in the Eastern Coastal 




Abstract：The purpose of this article is to present the fishery-related vocabulary which has been collected 
by our fieldwork, on the Internet and through several documents, accompanied by the dialectal words, the 
corresponding forms in the standard Japanese language, the meanings with brief comments and the 
examples in use. It primarily includes the names of fishing boats/ships, tools and methods used in the 
eastern costal region of the Oshima Peninsula. The research will lead us to the fact that the vocabulary is 
closely related to the way of local fishing. 
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  北海道方言                           南茅部町等 
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 第 2節では漁船関係の語彙を、第 3節では漁具・漁法関係の語彙を、各々解説と用法を付
して示したい。第 4節の結びでは、今後の調査研究の方向性と展望に言及する。 






 (1) エソブネ：いそぶね、磯船：長さ 6～8ｍ、幅 1.3ｍ前後、高さ 0.5～0.7ｍの手漕ぎの船
（無動力船）。櫓を用いて操船する。3，4人が乗った 4)。 
      ☛「エソブネデ アリタモンダ（磯船で 行ったものだ）」 
    「テデコエデ アリガネバネモンダモノ（手で漕いで 行かなければならないもん
だものねえ）」 
    「フタリデノー タエガエ サンニンガヨッタリ ノッタモンダ エソブネサノ（2
人でねえ 大概 3人か 4人が 乗ったもんだ 磯船にね）」 
    ＜石垣（1980: 58）＞ 
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    ＜椴法華村史（1989: 127）の明治 21年のイワシ漁から引用＞ 
 (3) ナガブネ：なかぶね、仲船：長さ 1ｍ、幅 2ｍ程度の無動力の船。 
   ☛『函館市史（デジタル版）』「表 2－83 函館港の木造船（大正後期～昭和初期）」に
よると全長 9.8～10.3ｍと記されてあるが、石垣（1980: 71）の大正 9年生れの漁師の
子供時代の思い出には「小舟」として証言されている。 
 (4) モヂップ：もちぶせん、持府船：長さ 17ｍ、幅 2ｍ位の大船で、ガスやカーバイトを
使用していた。 
   ☛『椴法華村史』（1989: 94）によると、明治 10 年のセイウチの輸送で用いられてい
る。なお、明治 13 年の椴法華村の漁船数は総数 105 艘のうち、筒船（20 石積）４
艘、持府船 17艘、磯船 84艘となっている。 
    ＜椴法華村史（1989: 104）＞ 
 (5) カワサギ：かわさきぶね、川崎船 5)：全長 10～13ｍ。一般に、5 反の帆に 6 丁の櫓を
使用する無動力船。タラ漁やイカ漁に用いられた。 
   ☛「オラエデ シカベカラ カワサギ カテキタノセー。アノアダリ カワサギー ホ
トンドダモノー。…ホカゲデノー ロオシテセー。（私の家で 鹿部から 川崎船を 
買ってきたのさ。あの頃（昭和 5年前後） 川崎船が ほとんどだものね。…帆を
かけてねえ 櫓を押してさ。）」 
    ＜石垣 1980: 67＞ 
   ☛「カンゼネバ コンダ ホカゲデ エガレネモンダカラ オドナノスト コンダ 
ロオスベサ。（風がないと 今度 帆をかけて いかれないものだから 大人の人
が 今度は 櫓を押すだろうさ。）」 
    ＜石垣 1980: 68＞ 





  (6) チャッカ：チャッカー、着火船：2.5～12 馬力の電気着火式石油機関搭載の動力船。
和船で、沿岸漁業に用いられた。 
    ☛「（昭和初期には）チャッカテエノア エッケンガ ニケンシカ ナガッタノセ。
（チャッカーというのは 1軒か 2軒しか （持って）なかったのさ。）」 
     ＜石垣 1980: 67＞ 
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  (7) ヤギダマ（エンジン）：ヤキダマ（エンジン）、焼玉（エンジン）：5～10トン、5～15
馬力の焼玉機関搭載の和洋折衷型の動力船で、大正後期から昭和前期にかけて沿
岸漁業で使われた。バーナーで焼玉を赤くなるまでふかしてエンジンをかける。 
   ☛「ヤキダマダカラー バーナーデヤキダマフカシテ。ソシテー アカグナレバー ア
カグナルマデ フカスンダ。ソイデ フカシテ コンダー ウエカラ ノズルデ
ー アブラデテイグー ノズルツッコンデー シメデー。（焼玉だから バーナー
で焼玉をふかして。そして 赤くなれば 赤くなるまで ふかすんだ。それで ふ
かして 今度は 上から ノズルで 油が出ていく ノズルを突っ込んで 締め
て。）」 
    「ソイデ ソレコサ コンドツカマエデ コーヤッテ フッテー ポントカカレバ 
ハナシテ カカルマデ フッテヨルンダーナ。（それで それこそ 今度（ノズル
を）つかまえて こうやって 振って ポンと（エンジンが）かかれば 放して 
かかるまで 振っているんだな。）」 
    「トージワ バリキニスレバノー ゴバリキ ゴバリキナンデスヨ ヤキダマダカ
ラノー。（当時は 馬力にすればねえ 5馬力、5馬力なんですよ 焼玉だからね
え。）」 
    ＜橋本・島田・塩谷 2011＞ 
  ☛「ヤギダマジダイニナッテ センソマエトガ センソ スギデカラ ヤギダマノ ジ
ューゴバリキトガ ジューバリキトガ アルベセー。（（船が）焼玉エンジンの時
代になって 戦争前とか 戦争 過ぎてから 焼玉の 15 馬力とか 10 馬力とか 
あるんだろうさ。）」 




  ☛「エソブネガラ カワサギサ カワッテー カワサギガラ コンダ ハツドーキサ 
カワッタンダ。セバ マルゴノ トサンダヂワ ジダイワ カワサギ ハツドーキノ
ジダイガ（磯船から 川崎船に 変わって 川崎船から 今度は 発動機船に 変わ
ったんだ。そうなら まる五（屋号）の父さんたちは 時代は（終戦後あたり） 川
崎船 発動機の時代か。）」 
  ＜石垣 1980: 68＞ 
 
 漁船の変遷については、石垣（1980）の聞き取り調査に興味深い証言が載っている。明治
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た時代でも、磯船や川崎船などの無動力船に頼っていた。たとえば、昭和 8年 3月 3日に東
北・北海道を襲った地震により発生した津波で、15隻の磯船が流失したことが記録されてい
る（椴法華村史 1989: 225）。また、川崎船は明治 22 年 3 月の日本海側古平におけるタラ漁
から使用され、さらに明治 27年 4月 15日付けで北海道庁考案の普通タラ漁用改良川崎船が
竣工されたにもかかわらず、椴法華村を含む下海岸地域で一般化するのは、ようやく大正の
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 船舶部位の名称については、現段階で 3つしか収集できていない。 
 
 (9) ハナヘ：船首 
 (10) サッカイ：くるまかじ、車櫂：磯船を漕ぐ際に使用された櫂 
   ☛「オモニ ロー エッチョーダノ。サッカイ タデデノ。サッカイテ クルマカ゜
イタデデ フタリデノー。タエガエ サンニンガ ヨッタリ ノッタモンダ エソ
ブネサノ。（主に 魯が 一丁だね。サッカイを立ててね。サッカイっていう 車櫂
を立てて 二人でねえ。大概 三人か 四人で 乗ったもんだ 磯船にね。）」8) 
   ＜石垣 1989: 58＞ 
 (11) フネ：舷側：船の横側 
   ☛「ヤギダマジダイニナッテ…フネタゲグナッタベセ。ヤマデデワ ハカドネ ワゲセ
ノー。ハリニホン マ サンボン ツケダノモ アッタドモ トゴロカ゜ ハネ
コ゜ワ ソノー フネ タケ゜クテモ サオナケドゴデ ハカドッタワゲセノー。
ダカラジダイニヨッテ マダ ホレ ギョホーモ カワテクルシ ハカドルシコ゜
ド アッタノセー。（（船が）焼玉エンジンの時代になって…船の（舷側が）高くな
ったでしょ。ヤマデでは はかどらない わけさね。 針を二本 ま 三本 つけ
たものも あったけれど ところが ハネゴは そのう 船（舷側）が 高くても 
竿が長いので はかどったわけさねえ。だから 時代によって また ほれ 漁法
も 変わってくるし はかどる仕事が あったのさねえ。）」 
   ＜石垣: 1980: 63＞ 
 




 参考資料として、和船の部位を図 2に示す。 
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 (18) エガツケ：イカつけ、イカ釣り：昭和 30年頃までの漁法で、餌は用いず、ハネコ゜、
ヤマデなどの漁具を上下させて、その先端に付けたカキ゜バリにかかったイカを獲る。 
  ☛「シモカイカ゜ンダラ シモカイカ゜ンデネバノー コノスルメエガテノー トレネ 
アカ゜ンナガッタンダカラ。…ホッカイドデモネ シママギホーメンノシトダトガ 
ミンナ コゴエキテ エガツケニ キタモンダ。（下海岸なら 下海岸でなければね
え このスルメイカっていうのは 獲れない あがらなかったんだから。…北海道で
もね 島牧方面の人だとか みんな ここに来て イカつりに 来たもんだ。）」 
  ＜石垣 1980: 76＞ 
 (19) ハネコ゜：はねご：片側 2 本ずつ、計 4 本の針が付いている。これを用いてイカを 2
尾ずつあげる。 
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 (20) ヤマデ：やまで：磯船でイカを獲るときの道具。針が 2本付いている。ハネコ゜と比
べると、作業が簡単にはかどると言われている。 
  ☛「ヤマデコシテ ヤルカラ ヨンシャクグライノモンダノー。ソレデネー ヤマデツ
カンデノー ナンノワゲネ。コー テク゜スデモッテ コイデノー ツッタモンダ。
（ヤマデをこうして やるから 4 尺位のものだねえ。それでねえ ヤマデを握って
ねえ なんのわけもない。こうテグスでもって 漕いでねえ 釣ったもんだ。）」 
  ☛「ハネコ゜ ハネコ゜テケドモ ハネコ゜シカモ ハガドッタンタッツモノー ニホ
ンデ ヤッテノー。（ハネゴ ハネゴというけれども ハネゴよりも （ヤマデの方
が）はかどるんだってもねえ 2本でやってねえ。）」 
  ＜石垣 1980: 61＞ 
  
写真 4：ヤマデ        写真 5：ハネゴ（1本型） 
    （以上 3点とも東北歴史博物館所蔵）10)  
   写真 6：ハネゴ（二股型）      
 
 (21) カキ゜バリ：かぎ針：ハネゴやヤマデの先端に付ける針。これにかかったイカを獲る。 
 (22) ソエマギ：そえ巻き：イカ釣りの針で、針先以外の部分を綿糸で巻いてあるもの。こ
れに針を 2本付けた。 
 (23) ソゴヤマデ：底やまで：クジラの黒いひげを鋸で引いて 2本鉛を付ける。イカ竿のよ
うに 2尺位に 2本ついだ。 
  ☛「スコーシ オキサ エッテガラ ダンダントレナグナレバノ ソゴヤマデテノ ツ
カタモンダ。（少し 沖に 行ってから だんだん（イカが）獲れなくなればね 底
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ヤマデというのを 使ったもんだ。）」 
  ＜石垣 1980: 59＞ 
 (24) モンカ゜：もんが：底釣りの際にハネゴの針に巻くもの。 
 (25) アケ゜：あげ：針先の形。返しのようなもの。 
  ☛「ヤッパリ ムガシカラ ハリサキダラ エマノハリサギミタイニ アケ゜ノツイデ
ネー アフンダカッコニシテ ヤッタンダベモノ。（やっぱり 昔から 針先なら 
今の針先のように あげの付いていない あのような形にして やったんだろうね
え。）」 
  ＜石垣 1980: 59＞ 
 (26) ジョロンコ、ジョロコパリ：じょろこ針：イカ釣り用の針。分銅を付けて、針を 5，6
本つけて用いた。 
 (27) オッパイ：おっぱい：針の種類。詳細は不明。 
   ☛「ダカラ ジダイニヨッテ マダ ホレ ギョホーモ カワッテクルシ ハカドルシ
コ∘ト アッタノセー。ソレカラ マダ ダンダン ホレ アノ ジョロッコパリダ
トガ ソラ アノ ナントガ ハリ アッタベセー。エマノ ホレ オッパイダトガ 
アレー エマノ ナントガテ エッペ アッタベセー。（だから 時代によって ま
た ほれ 漁法も 変わってくるし はかどる仕事が あったのさねえ。それから 
また だんだん ほれ あの ジョロッコ針だとか そら あの なんとか あの 
針が あったでしょう。 今の ほれ オッパイだとか あれ 今の なんとかって 
たくさん あったでしょう。）」 
  ＜石垣 1980: 63＞ 




  ☛「オラドカ゜ ヤルヨニナッテカラ アレダンダモノー エヂバンハジメニ ヤッタ
ノガ マンボッテンダベセノー。（私たちが （イカ釣りを）やるようになってから 
あれなんだもの 一番初めに やったのが マンボといっていたんだろうねえ。）」 
  ＜石垣 1980: 63-64＞ 
 (29) テツパリ：てつばり、鉄針：鉛の針に対し、鉄の針。ニホンヤマデからサンボンヤマ
デになった際に用いられるようになったものか？以下の、カナマギ、ツノバリも同様。 
 (30) カナマギ：かなまき、金巻：鉛とビニールから成る。 
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 (36) フボー：ふぼう：現在用いられているイカ釣り用の漁具。素材がやわらかい。 
  ☛「ソレカラ ベークトカ フボー ヤコイデノー。（それから べーくとか ふぼう 
やわらかいからねえ。）」 
  ＜石垣 1980: 65＞ 
 (37) キカイマギ：きかいまき、（自動）機械巻き：昭和 55年現在の釣法。 
 (38) ママギ：うままき、馬捲き：イカを積んだ船を馬を利用して巻き上げる方法。主に、
女たちが浜で担当した。また、沖に張った網を馬で引っ張る漁法。 
 (39) マギド：まきどう、捲きどう：ロープを付けて船を巻き上げる道具。 
 (40) コシビギ：こしびき、腰引き：網や船を引く時に、腰に板を当て、手で綱をつかんで
引く方法。 
  ☛「アノアダリ フッパルノ アミー ムガシノー ズーット ハエヅギノ ハナシダ
モノー。ママギダノノー ソノー マギド ナンテ ツカワネガッタモンダマシ。ホ
ドント コシビギバリイ。（あの頃 （網を）引っ張るの 網を 昔の ずーっと 早
い時の 話だもの。馬捲きどの そのう 捲きどう なんて 使わなかったもんだよ。
ほとんど 腰引きでばかり。）」 
  ＜石垣 1980: 24＞ 
  (41) テカコ∘：てかご、手篭：イカを浜で拾い集める時に用いる篭。 
  ☛「アノーヤキダマジダイ テカコ∘モテケバ カワジリガラ ハマ アリゲバ エガ 
ニンジューモ サンジューモ ヒロテクルエー。（あの焼玉時代には 手篭を持って
行けば 川尻から 浜を 歩けば イカが 20匹も 30匹も 拾ってくるよ。）」 
   ＜石垣 1980: 66＞ 
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 (44) ハエナワ：はえ縄：1 本の長い元縄に適当な間隔をあけて多くの枝糸を付け、これに
釣り針を付けた漁具。タラ釣りは戦前まではえ縄で行い、網は用いなかった。 
  ☛「イマノ イカツリダトカ タラツリダトカ ムカシ ミンナ ハエナワデヤッタカ
ラー。イマミタイニノー アミナンテユーモンワ ミタクタッテノー アレダカラノ
ー。（今の イカ釣りだとか タラ釣りだとかは 昔は みんな はえ縄でやったか
ら。今みたいにねえ 網なんていうものは 見たくたってねえ あれだからねえ。）」 
  ＜橋本・島田・塩谷 2011＞ 
 (45) テンテンパリ：てんてん針：マス釣用の針。 
  ☛終戦後、7～10 年くらいまで、相当数のマスが獲れた。毛針は用いず、てんてん針 1
本で釣る。一日 20本も獲ってくれば大漁だった。 
   ＜石垣 1980: 78-79＞ 





  ＜石垣 1980: 32-33＞。 
 (48) マネ：まね：合図のために沖で振り回す松明の火。恵山で松の根を採った。 












































1) 両町とも椴法華村と同じく、2004（平成 16）年 12月に函館市に編入された。 
2)  2000（平成 12）年、室蘭工業大学 CRDセンタープレ共同研究「道南渡島東岸部方言の緊急調査」。この




  方言表記（カタカナ）：標準語表記（ひらがな／漢字）：意味・用法の解説 
  参考として用例や背景説明を付す場合があるが、その際には“☛”で表す。 
5) 「川崎船」の名前の由来は、はっきりしない。『新高島町史（デジタル版）』には、小樽博物館からの聞
き取り調査によるとことわった上で、「川崎船とはかわさき衆（河口に住み舟で漁を行う集団）が乗る
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船のこと」であると説明している。 
6) 写真 1～3は、2011（平成 23）年 9月 8日に、青森市のみちのく北方漁船博物館(http://www.mtwbm.com)
で塩谷亨氏が撮影したものである。この博物館には、津軽海峡両岸で用いられた木造漁船約 200 隻が
展示されている。 
7) 大正 3年 3月、日魯漁業は函館に設立された。それ以後、椴法華村内より日魯漁業に雇われ、カムチャ
ツカ方面に出稼ぎに行く者が出た（椴法華村史 1989: 182）。 
8) カ行音文字の右上の“∘”は鼻濁音を表す。 
9) 山田（2005）には 30隻分の詳細な手書きの和船図が描かれている。みちのく銀行事業「和 
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